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研究報告

要　旨

【目的】
　本研究は，成長期サッカー競技者に多いスポーツ障害の予防につながる指標を明らかにすることを目的
に , 身体特性，股関節内転筋力，股関節外転筋力の関係性について検討した．

【方法】
　対象は，中学校サッカー部に所属する 42 名（12 ～ 14 歳）とした．身体特性の項目として身長，下肢長，
体組成と柔軟性測定項目（柔軟性テスト 5 項目，関節可動域 6 項目），Y Balance test，股関節内転筋力・
外転筋力をそれぞれ測定し，股関節内転筋力・外転筋力との相関関係を検討した．

【結果】
　股関節内転筋力，外転筋力ともに体重，体脂肪率，BMI と負の相関が認められた．柔軟性の項目では
大腿四頭筋，ハムストリングス，腓腹筋，股関節外旋筋群の短縮が認められた．Y Balance test では総合
距離のみ相関が認められた． 

【考察】
　対象の中学生では，キック動作のような片脚でのバランス能力に，股関節内転筋力，外転筋力の影響は
低く，対象の身体特性に応じて異なった股関節のバランス戦略により安定性を確保していることが考えら
れ，傷害予防には今後の縦断的な調査が必要となる．
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【はじめに】

　成長期は身体の発達が著しく，小学校高学年か
ら中学生の年代で身長の伸びはピークを迎える．
そのため，この時期の身体は成人と異なり，骨と
筋・腱の成長に不均衡が生じる［1］と報告され
ている．また，身体発育の過程による個人差が大
きい中，スポーツ現場では学年ごとの練習や試合
を行うことで同じ強度の活動量を強いられること
になる［1］．これらのことが成長期におけるスポー
ツ傷害の一因と考えられている．また，成長期に
おいては骨の成長と比べて筋・腱などの軟部組織
の成長速度が遅く，この不均衡が筋・腱に伸張ス
トレスを生じ，筋腱付着部に障害をもたらすと考
えられている［2］．
　昨今，競技スポーツの現場では，スポーツ傷害
予防の可能性に関心が向けられ，その取り組みに
対して研究が進められている．成長期のサッカー

による傷害発生部位に関して，池田ら［3］はジュ
ニアユース選手で下肢の傷害が全体の 77％を占
めていたと報告している．サッカーは走る・蹴る・
跳ぶという動作，またときに激しいコンタクトを
伴う競技特性により，下肢の傷害の発生が多く認
められている［4］．成長期におけるサッカー競技
の傷害発生部位の報告では，足関節，膝関節，大
腿部・股関節の順で多いとされている［5］．
　大腿部・股関節における傷害のうち鼠径部痛症
候群（groin pain syndrome）がサッカー競技に
多い傷害として挙げられる．鼠径部痛症候群は，
疾患名ではなく，鼠径部周囲に持続した疼痛を生
じる症候名であり，多くの病態を含み，明確な定
義がなされていない［6］．スポーツに関連する鼠
径部痛症候群は，急なストップ動作や方向転換を
要するサッカー，ラグビー，ホッケーなどのアス
リートでよくみられる［7］．鼠径部痛症候群の運
動学的リスクファクターとして，股関節内転筋力

Abstract

［Purpose］ 
　This study examined the relationship between physical characteristics, hip adductor muscle strength, 
and hip abductor muscle strength with the aim of identifying indices that may lead to the prevention 
of sports injuries that are common among growing soccer players.

［Methods］ 
　Height, lower limb length, and body composition were measured as physical characteristics. Flexibili-
ty measurement items （5 flexibility test items and 6 joint range of motion items）, Y balance test, and 
hip adductor and abductor muscles strength were measured respectively, and correlations with hip ad-
ductor and abductor muscle strength were examined.

［Results］ 
　Both hip adductor and abductor muscle strength were negatively correlated with body weight, body 
fat percentage, and BMI. In the flexibility test, shortening of the quadriceps, hamstrings, gastrocne-
mius, and external rotator muscles of the hip joint was observed. Y Balance test showed a correlation 
only for the total distance.

［Discussion］ 
　In the target junior high school students, hip adductor and abductor muscles have little influence on 
the ability to balance on one leg, such as in the kicking movement, and it is likely that stability is en-
sured by different hip balancing strategies depending on the physical characteristics of the subject, and 
future longitudinal studies are needed for injury prevention.
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の低下，股関節屈曲運動中の長内転筋に対する中
殿筋の活動の比率の低下，自動下肢伸展運動初期
の腹部筋活動の開始遅延が挙げられている［8］．
鼠径部痛症候群は，急性発症するが，時には自然
経過の中で慢性化する［9］ことが問題となって
おり，その診断と治療は困難とされている［8］．
　日本サッカー協会（以下，JFA）では傷害予防
プログラムとして，体幹筋やインナーマッスル，
片脚支持筋力，側方移動を制御する下肢外転筋力
のなどを強化し，それらを正しくコントロールし，
同部位へのストレスや，傷害発生の危険動作を回
避する能力を身につけることは傷害の予防に直結
する［9］と提唱している．
　股関節の内転筋および外転筋は，股関節のみで
なく膝関節の機能安定に関与する［10］［11］と
言われており，姿勢制御や歩行およびバランス能
力に大きく影響を及ぼしている．
　股関節内転の主動作筋は，恥骨筋，長内転筋，
薄筋，短内転筋，大内転筋であり，補助筋は，大
腿二頭筋長頭，大殿筋下部線維，大腿方形筋であ
る［12］．股関節内転筋は，大腿内側に存在し，
大腿骨または脛骨から骨盤に走行し，骨盤の保持
に作用する．また，その一部は，坐骨結節の内側
面に沿って内閉鎖筋筋膜に続く筋膜があり，この
筋膜は弓状線を介して骨盤隔膜に続く［13］とさ
れており，骨盤底筋群と密接な関係にある．その
ため，股関節内転筋は，歩行や走行時の骨盤を安
定させる機能を有するとされている［14］．また，
股関節外転筋の主動作筋は，中殿筋，小殿筋，大
腿筋膜張筋であり，補助筋は，梨状筋，縫工筋，
大腿直筋および大殿筋上部線維である［12］．股
関節外転筋は，股関節の外側面に位置する筋であ
り，歩行時の前額面での骨盤制御に関連している

［12］．サッカーにおけるキック動作時ならびに走
動作時においても両筋群は重要な役割を果たすと
考えられる．しかし，傷害予防を目的としたメディ
カルチェックの報告では，筋の柔軟性評価やジャ
ンプ系の総合的なパフォーマンスが多く［9］，股
関節内転筋力および外転筋力との関係性について
の報告は見受けられない．

　本研究の目的は，鼠径部痛症候群といった成長
期サッカー競技者に多いスポーツ障害の予防につ
ながる指標を明らかにすることであり，成長期
サッカー選手における身体的特徴として身体組成
や筋柔軟性およびバランス能力を計測し，股関節
内転筋力と外転筋力の割合との関係性について明
らかにすることである．

【対象および方法】

１．対象

　本研究の対象は，Ａ中学校サッカー部に在籍す
る中学生 42 名（12 歳 11 名，13 歳 24 名，14 歳 7 名）
とした．対象となるサッカー部は全国大会出場レ
ベルであった．研究に先立ち，監督・コーチなら
びに全ての対象者・保護者には本研究の目的と内
容，利益および危険性について書面にて説明を行
い，参加同意書には自筆による署名をもって研究
協力の同意を得た．本研究は，仙台青葉学院短期
大学研究倫理審査委員会の承認（承認番号：
0218）を得て実施した．

２．調査実施時期

　本研究の調査は，令和 4 年 5 月 2 から 5 日に実
施した．

３．測定項目

〇体組成
　体組成の計測は，生体電気インピーダンス法に
よるマルチ周波数体組成計 MC-780A（TANITA
社製）を使用した．測定方法は，裸足にて測定台
の上で立位となり，両足を電極上に置き，両手で
グリップの電極を把持した状態で計測を行った．
計測項目は，体重・体脂肪率・除脂肪量・筋肉量・
体水分量・BMI とした．本機器の特性上，17 歳
以下は除脂肪量・筋肉量・体水分量は参考値とし
て扱った．

〇柔軟性の測定項目
＜筋の柔軟性テスト＞
　筋の柔軟性テストとして Heel Buttock Distance
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（以下，HBD），Ober test，Finger Floor Distance
（以下，FFD），SLR test，Thomas test 変法（以
下，Thomas test）の 5 項目をとした．
　HBD は，腹臥位で膝関節を他動的に軽く屈曲
させ，踵と殿部との距離をメジャーにて計測した．
基準値は 0 ㎝とした．
　Ober test は，対象者の検査側下肢を上にし，
股関節伸展 0°膝関節屈曲 90°の側臥位から，股関
節を下肢の重さを利用して内転させ，膝内側と床
との距離をメジャーにて計測した．基準値は 5 ㎝
とした．
　FFD は，安静立位から体幹，股関節を屈曲さ
せ両指尖と床との距離をメジャーにて計測した．
基準値は 0 ㎝とした．
　SLR test は，ゴニオメーターを用いて，背臥
位にて膝関節伸展位で股関節の屈曲角度を計測し
た．基準値は 70°とした．
　Thomas test は，対象者の尾骨と坐骨結節が治
療台に接触する端座位の姿勢から仰臥位をとら
せ，両股関節・膝関節 90°屈曲位になるところで
保持した姿勢を測定開始肢位とした．検査者が，
抵抗が感じられるか骨盤の動きが認められるとこ
ろまで反対側下肢を伸展させ，その際の股関節伸
展角度をゴニオメーターにて計測した．基準値は
20°とした．

＜関節可動域＞
　関節可動域の計測はゴニオメーターを使用して
実施した．測定項目は，股関節外転，股関節内旋

（股関節屈曲 90°位，股関節屈曲 0°位），足関節背
屈（荷重時，非荷重膝関節屈曲位・非荷重膝関節
伸展位）の 6 項目を実施した．なお，股関節外転，
股関節内旋（股関節屈曲 90°位），足関節背屈（非
荷重膝関節屈曲位・非荷重膝関節伸展位）に関し
ては，日本整形外科学会により定められた方法に
準じて計測した．股関節屈曲 0°位での股関節内
旋角度は，腹臥位で両側大腿内側を接触させた姿
勢をとり，下腿の重さを利用して股関節内旋を行
い，床面と下腿軸との角度を計測した．荷重時の
足関節の背屈角度は，立位にて 20㎝台の上に片

足を乗せ，荷重させながら足関節背屈を実施した
際の角度を計測した．

〇バランステスト
　バランステストとして，Y balance test（以下，
YBT）を実施した．なお，測定には Octo balance

（Check yourMotion 社製）を使用した．測定方
法は，片脚立位にて，他方の下肢を遊脚させなが
ら前方・後方内側・後方外側の三方向に伸ばし，
つま先にてメジャーの先端部分を押し，到達でき
る距離を測定した．左右ともに実施は 3 回とし，
その最大値を用いた．総合距離は，｛（前方リーチ
距離＋後方内側リーチ距離＋後方外側リーチ距
離）／（棘果長× 3）｝× 100 にて算出した．なお，
棘果長は，右下肢の上前腸骨棘から内果までの距
離（㎝）を測定し，代表値として用いた．

〇股関節内転・外転筋力
　股関節内転外転筋力の測定には，簡易的に計測
可能な股関節内転外転筋力測定器 II T.K.K.3367b

（竹井機器工業社製）（図 1）を用いた．測定方法は，
背臥位，股関節屈曲 45°の肢位で足底を床面につ
け，測定器は大腿骨内側上顆の位置に付属のベル
トで固定して実施した（図 2）．測定は，等尺性
収縮の最大筋力を各 2 回測定し，その最大値を用
いた．また，股関節内転筋力，外転筋力は最大値
を体重で除した値（筋力体重比：kgf/kg）を指

図１．股関節内転外転筋力測定器Ⅱ
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標とした．

４．統計学的処理

　統計解析は SPSS ver.22 （IBM 社製）を用いた．
各データは平均値±標準偏差で表した．左右計測
を実施したものはその平均を代表値として用い
た．年齢・身長・体重・体脂肪率・BMI の体組
成項目と内転筋力・外転筋力の関係，筋の柔軟性
項目・関節可動域と股関節内転筋力・外転筋力の
関係，YBT の結果と股関節内転筋力・外転筋力
の関係をそれぞれ指標とし，Pearson の相関係数
を用いて解析を行った．なお有意水準は 5％とし
た．

【結果】

　対象の基本情報と体組成計によって計測した結
果を表 1 に示した．本研究の対象は，Ａ中学校の

12 ～ 14 歳であったが，12 歳身長 151.5 ± 6.9㎝体
重 43.5 ± 11.9 ㎏ BMI18.7 ± 3.6，13 歳 身 長 159.4
± 5.6㎝体重 47.8 ± 7.2㎏ BMI18.7 ± 1.9，14 歳身
長 164.6 ± 5.5㎝体重 55.5 ± 4.6㎏ BMI20.5 ± 2.1
であった．令和 2 年度学校保健統計調査［15］に
よると，12 歳身長 154.3㎝体重 45.8㎏，13 歳身長
161.4㎝体重 50.9㎏，14 歳身長 166.1㎝体重 55.2㎏
と報告されており，この年代における標準的な体
型と近い群として捉えた．この年代は成長期のど
の過程に位置するかに伴い，身長体重ともに低年
齢で個人間でのばらつきが大きい傾向がみられ
た．JFA の報告［16］によると，各カテゴリー
における日本代表では，U-13 身長 163.1㎝体重
50.0 ㎏ BMI18.7，U-14 身 長 170.1 ㎝ 体 重 57.5 ㎏
BMI19.9，U-15 身長 175.4㎝体重 63.9㎏ BMI20.8
であった．サッカー競技においては，近年激しい
フィジカルコンタクトが求められるようになり，

図２．股関節内転外転筋力測定肢位

表１．対象者の基本情報

対象（人） 42 人
年齢（歳） 13.0±0.7（12 ～ 14）
身長（㎝） 158.2±7.4
下肢長（棘果長）（㎝） 82.1±4.6
体重（㎏） 48.0±9.2
体脂肪率（％） 14.7±7.2
除脂肪量（㎏） 40.4±5.5
筋肉量（㎏） 38.3±5.2
体水分量（㎏） 29.6±4.0
BMI 19.0±2.6

（平均±標準偏差）

※除脂肪量，筋肉量，体水分量は参考値とする．
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それに応じた身体づくりの取り組みがなされてい
る．BMI に関しては，各カテゴリーにおける日
本代表クラスと近似値を示していた．
　柔軟性の測定項目と股関節内転筋力・股関節外
転筋力・内転外転筋力比の結果は，表 2 に示した．
股関節内転筋力は 47.9 ± 8.2kgf/㎏，股関節外転

筋力は 44.9 ± 8.3kgf/㎏，内転外転筋力比は 106.7
± 19.5％であった．
　YBT の結果は表 3 に示した．
　次に，体組成の測定項目，柔軟性の測定項目，
YBT の結果と股関節内転筋力・外転筋力のそれ
ぞれの相関関係を表 4，表 5，表 6 に示す．股関

表２．柔軟性・筋力の測定結果
右 左 代表値

〇柔軟性
HBD（㎝） 8.6±3.2 8.8±3.9 8.7±3.4
Ober test（㎝） 5.7±3.3 5.3±3.8 5.5±3.1
FFD（㎝） 2.2±7.0
足関節背屈（荷重位）（°） 31.8±6.1 34.3±5.5 33.0±5.0
足関節背屈（非荷重・膝屈）（°） 16.8±7.2 17.6±5.5 17.2±5.9
足関節背屈（非荷重・膝伸）（°） 11.3±5.5 11.1±4.7 11.2±4.7
SLR test（°） 71.2±8.9 70.5±10.2 70.8±9.2
Thomas test（°） 20.1±6.6 20.5±6.2 20.3±6.1
股関節外転（°） 42.5±7.6 43.5±7.2 43.0±6.8
股関節内旋
　（股関節屈曲 90°位）（°） 37.0±9.3 36.7±8.6 36.8±8.4

股関節内旋
　（股関節屈曲 0°位）（°） 42.9±9.2 43.7±8.3 43.3±8.0

〇筋力
股関節内転筋力 / 体重（kgf/㎏） 47.9±8.2
股関節外転筋力 / 体重（kgf/㎏） 44.9±8.3
内転 / 外転筋力比（％） 106.7±19.5

（平均±標準偏差）

※ FFD を除く柔軟性の測定項目の代表値は，左右の平均値を用いた．

表３．YBT の結果

前方 後方内側 後方外側 総合

YBT
（リーチ率）（％）

右 82.1±7.3 96.8±11.7 94.1±8.5 91.0±7.8
左 84.7±5.9 100.9±9.2 96.1±10.3 93.9±7.2

代表値 83.4±6.0 98.9±9.6 95.1±8.7 92.5±7.3

（平均±標準偏差）

※代表値は前方・総合は左右のリーチ率の平均値，右後方は支持側後方へのリーチ率の平均値，左後方は非支持側
後方へのリーチ率の平均値とした．

表４．体組成と股関節内転・外転筋力との相関関係

年齢 身長 下肢長 体重 体脂肪率 BMI 内転筋力
／体重

外転筋力
／体重

内転筋力／体重 .079 －.153 － .258 － .396＊＊ － .519＊＊ － .456＊＊ 1
外転筋力／体重 .044 －.153 － .223 － .338＊ － .460＊＊ － .383＊ .477＊＊ 1

Pearson 相関係数 ＊：P ＜ 0.05，＊＊：P ＜ 0.01
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節内転筋力，外転筋力ともに体重，体脂肪率，
BMI と負の相関が認められた．股関節内転筋力
と外転筋力の関係を図 3 に示した．股関節内転筋
筋力と股関節外転筋力間に正の相関が認められた

（r ＝ 0.227，p ＜ 0.01）．柔軟性の測定項目では，

股関節内転筋力と FFD，股関節屈曲 0°肢位での
股関節内旋角度で，股関節外転筋力は股関節屈曲
0°肢位での股関節内旋角度で相関が認められた．
YBT の結果では，股関節内転筋力・外転筋力と
もに総合距離のみ相関が認められた（内転筋力：

図３．股関節内転筋力と股関節外転筋力の関係

表 5．柔軟性の測定項目と股関節内転・外転筋力との相関関係
内転筋力 /

体重
外転筋力 /

体重
HBD Obet test FFD

背屈
（荷重時） 

背屈
（非・膝屈）

背屈
（非・膝伸）

SLR
股関節

伸展角度
股関節

外転角度
股関節内旋
（90°位）

股関節内旋
（０°位）

HBD .003 － .005 1

Obet test － .233 .014 .138 1

FFD .393＊ .070 － .009 － .112 1

背屈（荷重時） .246 .290 － .265 － .220 .045 1

背屈（非荷重・膝関節屈曲位） － .110 － .108 － .337＊ － .171 － .297 .205 1

背屈（非荷重・膝関節伸展位） － .016 － .027 － .468＊＊ － .035 － .280 .211 .776＊＊ 1

SLR .229 .039 － .088 － .302 .504＊＊ .171 － .173 － .143 1

股関節伸展角度 .238 .013 － .039 － .253 .282 .165 － .100 － .043 .136 1

股関節外転角度 － .063 .038 － .338＊ .056 .214 .045 － .258 － .147 .243 － .157 1

股関節内旋（90°位） － .046 .020 － .228 － .127 － .110 .200 .280 .246 .135 － .109 .076 1

股関節内旋（０°位） － .355＊ － .426＊＊ － .247 .083 .166 .067 － .008 － .016 .129 － .035 .510＊＊ .285 1

Pearson 相関係数 ＊：P ＜ 0.05，＊＊：P ＜ 0.01

表６．YBT と股関節内転・外転筋力の相関関係

内転筋力
／体重

外転筋力
／体重 前方 後方内側 後方外側 総合距離

前方 .277 .247 1
後方内側 .231 .251 .627＊＊ 1
後方外側 .256 .261 .624＊＊ .780＊＊ 1
総合距離 .319＊ .317＊ .688＊＊ .843＊＊ .859＊＊ 1

Pearson 相関係数 ＊：P ＜ 0.05，＊＊：P ＜ 0.01
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r = 0.319，p = ＜ 0.05，外転筋力：r = 0.317，p ＜
0.05）．

【考察】

　本研究は，成長期におけるサッカー選手の身体
特性と股関節内転筋力・外転筋力との関係性につ
いて検討した．
　柔軟性の項目では，HBD は大腿部の前面筋で
ある大腿四頭筋の短縮を確認する検査であり基準
を 0 ㎝としたが，今回の結果では右 8.6 ± 3.2㎝左
8.8 ± 3.9㎝と左右ともに基準を大きく上回ってい
た．大腿四頭筋の短縮は，骨端症であるオズグッ
ト・シュラッター病という疾患との関連が強く成
長期に多くみられる．キック動作により大腿四頭
筋の活動が著明となり，筋の発達も促され，また
身長の伸びに筋・腱の伸張が追いつかず短縮位と
なったため高値を示す結果となったと考える．
サッカーのキック動作において蹴り足側では，大
腿四頭筋の伸展運動における最大出力能力および
推進力の増強が，軸足側では最大出力と膝屈曲筋

（屈筋群）の推進力の増強が確認されるといわれ
ている［17］．このことからも，サッカーのキッ
ク動作により大腿四頭筋の主要な活動により短縮
位を示す結果となったと推測される．FFD は腰
背部の柔軟性と大腿部後面に位置するハムストリ
ングスの短縮を確認する検査であり基準値を 0 ㎝
としていたが，結果は 2.2 ± 7.0㎝と基準値を上
回った．ハムストリングスの短縮を測る SLR test
では基準値と近似値を示していたことより，腰背
部の伸張性の低下をきたしていると考えた．足関
節背屈の角度は日本整形外科学会が推奨する参考
可動域と比べ，低値を示していた．特に膝関節伸
展位での足関節背屈の可動域が狭く，二関節筋で
ある腓腹筋の短縮が推測される結果となった．
　股関節内旋角度は股関節伸展 0°肢位でのみ股
関節内転筋力・外転筋力ともに負の相関を示して
いた．股関節内旋可動域の制限因子は，股関節外
旋筋群の緊張，坐骨大腿靭帯の緊張，伸展位では
腸骨大腿靭帯の緊張といわれている［18］．股関
節外旋筋群は，股関節の安定性に関与する［18］

とされることから，キック動作時の軸足の安定性
や下肢のコントロールに関与していること考えら
れる．また，股関節内転筋力・外転筋力は体重と
負の相関を示したことより，本対象において，股
関節の安定性には股関節内転・外転筋力よりも股
関節外旋筋群が影響していることが考えられる．
　股関節内転筋力・外転筋力に関しては，股関節
内転外転筋力測定器を使用して計測を実施した
が，本機器の測定は，左右同時収縮にて得られた
筋力であり，左右筋力の合算値として取り扱う必
要がある．本研究の結果では，股関節内転筋力は
47.9 ± 8.2kgf/㎏，股関節外転筋力は 44.9 ± 8.3kgf/
㎏，内転外転筋力比は 106.7 ± 19.5％であり，股
関節内転筋力と股関節外転筋力に相関が認められ
た．Moslera ら［19］は，プロサッカー選手を対
象に内転筋力と外転筋力を調査したところ，内転
筋力／外転筋力は，1.2 ± 0.2 であったと報告して
いる．松村ら［20］によると，年代別による関節
可動域と筋力を測定した調査では，若年群におい
て股関節内転筋力が外転筋力よりも高かったと報
告している．本研究においても先行研究同様の結
果となった．これは，全体の生理学的断面積が外
転筋よりも内転筋で大きいこと［21］が要因とし
て挙げられる．岡ら［22］は，磁気共鳴画像（MRD
法）を用いて，大腿部における各筋の形状・断面
積・構成比率を健常成人男性 9 名，女性 8 名を対
象に検証した結果，大腿部における筋全体として
は，大腿遠位部より 60％の位置において最大断
面を示し，筋の構成比率では，遠位部では半膜様
筋・内側広筋が高く，近位部では内転筋群が高かっ
たと報告している．
　YBT は動作バランステストとして信頼性の高
い Star Excursion Balance Test（以下，SEBT）
の簡略版であり［23］，SEBT と同様に下肢の動
的バランス評価方法として用いられている．先行
研究では，YBT を実施した調査において前方へ
のリーチ距離が左右で 4 ㎝以上ある選手では，足
関節の障害リスクが 2.5 倍高い．また 3 方向の総
合到達距離が下肢長の 94％未満の場合には，下
肢傷害のリスクが 6.5 倍になると報告されている
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［24］．今回の調査において，左右差は平均 2.6㎝
であり，総合到達距離と下肢長の関係は 112％と
障害リスクには該当しなかった．しかし，股関節
内転筋力・外転筋力と YBT の総合距離のみ相関
が認められた．これより，片脚でのバランス能力
は股関節内転筋力・外転筋力に依存していないこ
とが考えられる．個人のバランス能力において，
成長過程における身体の成長速度に個人差があ
り，柔軟性や筋力等の要因を踏まえたバランス戦
略を講じていることが考えられる．そのため，こ
の年代においての YBT では，リーチの各方向よ
りも総合距離における信頼性が高いことが推測さ
れる．
　本研究において，成長期におけるサッカー選手
の身体特性と股関節内転筋力・外転筋力の関係性
について検討した．今回の研究から，本対象にお
いても股関節内転筋力・外転筋力は体重とともに
増加する傾向が示されたが，キック動作のような
片脚でのバランス能力に股関節内転筋力・外転筋
力は影響が低く，身体の成長過程における股関節
のバランス戦略の違いにより安定性を確保してい
ることが考えられる．中学生年代の男子は，短期
間に大きな形態変化が生じ，それに伴い体力・運
動能力も顕著に発達する［25］．これらを踏まえて，
障害予防としての取り組みが必要であると考え
る．今回は，成長における中学生を同一群として
比較した．今後の課題として学年間や成長過程別
での比較していくことが必要である．また，疾患
の可能性のある状態を判別する整形外科的テスト
と股関節内転筋力・外転筋力の比較は実施してお
らず，今後の縦断的な観察が傷害予防の一助とな
るために必要であると考える．

【結論】

　サッカー部に所属する中学生 42 名を対象に，
身体特性と股関節内転筋力・外転筋力の関係性に
ついて調査を実施した．
１．股関節内転筋力，外転筋力ともに体重，体脂

肪率，BMI と負の相関が認められた．
２．柔軟性の測定項目より大腿四頭筋，腰背部筋

群，腓腹筋，股関節外旋筋群の短縮が認められ
た．

３．YBT では，総合距離のみ股関節内転筋力・
外転筋力と双方ともに相関が認められ，個人に
より異なったバランス戦略を生じている可能性
が考えられる． 
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